
陥紳あ絶脚 症(ヽヽわめる″■輯)のだ磐諦軸と硫欄 火
( 慧 購 氏帥 辮 1 弱う衆ジビ〃〉域ラテ)

/、村☆立ねらい

綸 満の有市役キに茶上する殺嘩や濁泉(いわゆるム!苗)についTtよこよよて`乃ての研禿

がなごふてお り、もくは コ`ヤ(〃 々ノの生壌痢謎博蛤よりぃての役、〕穂十(/7父 )う の生理時喜

と癌宗商の板つじ伊争控々 となえうにてきてし`ろパ.水だは,ご‖Lkた孜のな二に■つてヽ な`い

,本友ボは一鶏郊9卜じ五蒋たとは,3り した医冴」のむ°いなよ〈停添せよ(わり、一たのこ分として

行む後十(スす衆鶏以夜)た荻に琴凋 滝死する呪象をすしてし`ろ.

た守採卜おけら八痕快の釈善は人ム次工児やセヤ,ビ|【線ギ去太て`あり 子 たに軒大セせようよ

ら歓麹と/fっていろ.力争族式iくおい(も手た|(軒夫すべく「Aレおの食じ機格の得'1と防工対

索J(来 学がごど―び)等の打兆セ行ウてきた,その韓来、前述のた柱舞璃差(いわゆろムレお,

のつくはどシユーハ祐歯にた困しておtl、未土の品附、仏最、竹た氷、″11火キ|〔よって港庄バ

カよごttていうことパ明らわ`にさふた.

ここて…ばL3シューヘ経1歯1守廷困寸ろた辞彦詩目症」ぃわゆるムレ満)をヤ】じにイの碁生宰困およ

蹴 程的ゃ衆押1的商上去を得介し、者入上の参考|・供する.

ぇ 孜 林内ぶ

/)た は負勤乳庄(いゎつろムレ輯)の注ペ

た杜姿羽症は本案オ之来の約状はじめ, ら`発生し、オえ宍およがオ3家 の八衣掘案が蕉放に末

か不足をごkしたようにtわ小ろ,安 身ほ針けuく本書末飾ことな,夜|く☆褐亀ウ`ら仄満色になろ

.基 tュ谷校にやや細く衣女掲をとなり復に梅たする。宍稲基抑ははじめぺい描色た状が訳めらふ

、次孝に海策にな|)、ぃわめる掲安商となゎ。オkは皮穆卸だけていなくれ旅燈凍体わよび兼 qと

幹む施/A~し、容拓キトはほとんど潮安している。抱根 オR名の狩スが月ヽさく新根の茶二もケなく

承が切ムヤキく、為内の根覇知)ボ鷺い。奇薔為合曲または不た形の理悲沢【然とヵヽみら魚ろ.

ぇ)た性捧羊1病の発生率困

1/j 介畜援代と発生との開係

0 行 歯逸皮:え、θ実打後なて
r斉

弦のたが人でぃほど発生パ脅く、とくにスぶ拡(θ～4°し状下,

て`発生しやすぃ

。 工 文  i力 争ぷ月との大と、次主張で発生パつぃ(品掛 馬粒ドなしヽ、コロ妥脚 が弱い.

次末カパみ そヽの特徴ともっ) .

③ 7H   :川 が品いと花生しゃすぃ、とくに脚淡θ状上では多い。

の 絵 分バラン入 :塗朱地乃、加口火↑交堂と,力収 してすい。

o紐  :逓 彬鶴談 上て`彪 称て4と パタしヽ。

の た火セ :た 本とが多く運り磁択廷て`然生しやすい

に)為 衆歯と飛生との関体

脅性範 菌がうのを読歯は新突_と の基印 旅のえ粥|のいすより`うもじシユす△名歯パ′クθ

%分離され、とくに'Rのえ輸む`うはとリ ューム品歯終|十がか離ご仏k。 この絶来、関与潟来協と

して7/tんスタ P/1筋ど々じιわ"予同走していろ,生命近涯うがう。上媒伝嫡 八歯.生 奇承達耐1ユ

ど、θヘスクてしある。
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じ' そ藤 潟症の防工扶

γ)射 オ軸切β工六

基本扶術のあ力行ド基本とすう

が、とくに次の葉Hく戒たする。

0遇 渡を把は逮二に行う。と

くに都イヒ期の高さ生とさヽす、ムせ

家～ぇ移訴対の本文の匂もに左

たする。

③ 末上の71tはよ9～よすに調

整する.

○ 打えの線 ととキ!I T3

ろ於!すうすよ3がギ髪Jし い。

④ た来とはもしろひがえめに

し、通江に江穐すろ.

o人 ム欠上策の場小はN侍け

の迄現〔てい/Jく、押、7 卜 立1こ

イ脚 じ通"載ざ口竜者うk)轟 夫

⇒ 蜘 =

↑
近 並

→

偽納弁→→だ共サ→筋茶→
園
皿
を4 3

の効采も改めらなら.

2_l表和1によう閉除ム

の ,打肉本禾

本禾り Lド コヽキシ4ツキ均ザール・メタラヤンル粉利 (協品をタケザレエ~ス紛神め上荻況郷

ど ′/ / 鳥れ

イ符奈tz7 アナゲレン初神1上 壊虎和ど,/鵜 、十フジフ>粒神1 仰イ醐 意夕/箱

/」お、体禾に)は昭和び月衣の者及分考孝テR

② タケザレエース緒押1の衣用オ六

〒、刺空 了)有カパ分:ヒドロヤシイツキイザール、メタフキシル紡押|(由品そタチずレエー

勅 刊)イ )キ性i十日刀(魚み杜A線 , ウ )性状 :匂色勅夫

イ、勘 病じ 輸 立滝ヵ、そ214ネ海1友(ムレ輸)研エ

ッ、狭河ォ女 了 )次周オ期あぶび口取 !推進蜘/固 イ )長月オ去・竜 工 壊況和。ど,/箱

S.辛 入上のセた点

′)た性輸   (ぃうゅるムレ苗)の所工|こあkっては家印1快月の右黒ととわす.射湘鈴9材上去

セ差翌くとする。

2)タ チザレニ~ス泌刊使用上の管辞 、

げ)本剣とタチTレ>紡評1の愛液北月ば行わない。7_l本命|ばリザフ°入孫歯に対する凍効ド強い

のごAアコ`ニールκ和神|セ析月する。伊)浴 韓|の快月卜より学夫は/～イrf A枢及伸びろが、わ柱

役の発着、初軸上奇ば偵行防株淋乗|(3sる 。あ 有首初対の承最、旅とが抑酵|せよう線的にあ

る於.鵜苑辞十てい、とそのたがほとんどなくなり、彩化役の発オ後力1まわしろまでろ.じ)L°シユー/rN

名西には赤上の問パ品い場合↑も効スがみらにわが、発根力、若右ヵが勿ろ場合もあり、通工nl

t」ヨウる。

4 舞 文献、瑠 方熔 r.静M鰐寒快 有略
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